
（別紙１）

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和４年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
市の指導を受け
る
ことなく、適切に
管理されている。

多様なニーズに可能な限り
対応しつつ、基本方針に則
り管理運営を行うことがで
きた。複合施設間の定期連
絡会を通し、各施設との連
携を図ってきた。

平等利用の確保のため「多様化する利用者のニーズに
応える」という方針を策定し、札幌全域からの希望者を受
け入れ、夜間保育(延べ236人）・時間外保育（延べ2,862
人）・乳児保育（延べ1,823人）・アレルギー児への保育を
行っている。入園希望者に対しては随時保育園の見学を
受付け、園内を案内して保育園の生活に関する情報を提
供している。

市内の入園希望者を受け
入れ、コロナの状況をみな
がら一時保育を受け入れて
きた。入園希望者の園見学
も少しずつ行うことができ
た。

保育を必要とする乳幼児が心身とも健全に成長するため
に、法人の社会福祉事業の理念に基づき地域とともに歩
む共同体を目指すという保育園の理念のもと、「子どもの
成長に大切な水・砂・泥あそびなどの活動を行い、人との
かかわりが楽しくなる保育をし、家庭との連携による人間
形成の基礎づくりに努め、保護者とのコミュニケーション
を大事にして必要な支援を行い、複合施設の交流を通し
て多くの大人に見守られながら成長していける場となるよ
う努力していく」との方針を策定した。また運営にあたって
は札幌市児童福祉法施行条例、札幌市子ども・子育て支
援法施行条例及びその他の関係法令を遵守するものと
した。

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

業務の範囲

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

施設数：１施設

指定管理者評価シート

事業名 公立保育所等運営費 所管課（電話番号） 子ども未来局子育て支援部施設運営課（211-2986）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成16年４月 延床面積

札幌市しせいかん保育園 所在地 札幌市中央区南3条西7丁目1-1名称

保育事業

項　目 実施状況

1015.15㎡

主要施設

児童福祉法（昭和22年法律第164号）39条の規定に基づく保育所として、保護者の労働、疾病その他の事由
により、その監護すべき児童について保育を必要とする場合、当該児童を保育すること。

保育室、乳児室、遊戯室、事務室、調理室

非公募

非公募の場合、その理由：施設利用者との継続的な信頼関係が求められるため、非公募としたもの。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

名称

募集方法

施設の維持及び管理。保育の実施及び保育の実施に付随する業務。

社会福祉法人救世軍社会事業団

平成30年４月１日～令和５年３月31日

所管局の評価

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：
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保育に必要な職員数を確
保することに努めた。
主任・副主任がキャリアアッ
プの軸となり、各分野リー
ダーが職務を追行するよう
努めてきた。研修に関して
は、職員が自ら計画性を
もって参加し、研修に参加
できる体制も整えるようにし
ている。

節電やリサイクルへの意識
が習慣づき、職員各々が自
然に行っている。また、子ど
も達へも資源の大切さを伝
えてきた。

▼　統括責任者として園長、職務代理者として主任１名、
副主任３名、専門リーダーを8名置き、組織機構・事務分
掌に従い職務を分担した。保育園の緊急連絡網のほか
に複合施設緊急連絡網も定め連携している。
▼　保育の質を高めるために計画に基づき、毎月の園内
研修（計10回）や園外研修（計20回32名）保育士キャリア
アップ研修（1分野2名）がオンラインや対面での研修に参
加した。

＜協議会メンバー＞

▼　複合施設の管理運営は、施設全体で（株）ベルックス
に委託しており、役務履行検査報告書により適正な業務
遂行が行われていることを確認した。

▼　環境問題に関する情報を共有し、職員は節電やリサ
イクルについて意識して行動し、園児や保護者に対して
も施設内で周知を行った。
▼　複合施設全体で電気・水道・ガスを節約し、事業ごみ
は分別による資源ごみリサイクルを行うことで、二酸化炭
素排出量の削減に努めている。
▼　コピー機および印刷機は節電機能つきのものを使用
し、消耗品は環境負荷の少ないグリーン商品やリサイク
ル商品を購入、コピー用紙もリサイクル100％の商品を使
用している。
▼　給食の廃油はバイオディーゼル燃料や洗剤の原料と
して、リサイクル業者に活用してもらっている。
▼　フードロスにならぬよう、食品の在庫チェックも行って
いる。

税理士事務所による月次
顧問業務が行われている。
経理規程に従い、出納職員
と会計責任者を配置し、適
正に取り扱いを行ってい
る。

子ども未来局施設運営課長、運営係担当者、理事長、保
育園園長

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者
の確保・配置、人材育成）

協議・報告内容

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開
催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、
受託者への適切監督、履行確認）

開催回

第４回

第３回

第１回

第２回

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼　コロナが落ち着いてきたのもあり、日々の送迎時やク
ラス懇談・個人懇談を通して、保護者との会話を心掛け
家庭との連携を行ってきた。
▼　日々の中で起こったこと、保育の流れが変わったとき
は、各クラスノート・乳児会議・幼児会議を各リーダーが
中心となり、場を設けた。
▼　感染症やけがについては、早急に情報共有するよう
努め、環境に危険個所があれば、すぐに改善するように
した。

保護者とコミュニケーション
をとる中で、要望や意見も
きくことができた。コロナが
落ちついてきたことで、保護
者同士が懇談会などで集ま
ることができ、子ども達の姿
を伝える事ができた。

夜間保育について

▼　資金管理については、税理士事務所による毎月の監
査および法人本部による年１回の監査を導入している。
▼　現金等の取扱いについては、経理規定に従って適切
に処理をしている。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

市の指導を受け
る
ことなく、適切に
管理されている。

労働基準監督署へ必要な
届を行い、就業規則・給与
規程など、雇用に関する法
令を遵守した。給与・賃金
の支払いは適切に行い、雇
用環境向上のため、健康診
断・予防接種・検便を行っ
た。

保育中の危険を素早く察知
し、職員同士が情報共有す
る意識作りが行われてい
る。また、改善点があれ
ば、主任を中心に連携を
とって安全に努めることが
できた。

市の指導を受け
る
ことなく、適切に
管理されている。

日常の定期清掃や点検と
業務委託により、環境保全
を意識し、行うことができ
た。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（事故の有無な
どの安全衛生面を含む）

▼　パートタイマーの最低賃金を920円に引き上げた。
▼　時間外労働及び休日労働に関する協定（36協定）を
結び、３月に労働基準監督署へ届け出た。
▼　職員の健康維持・増進のため、年1回の健康診断を
行っている。
▼　すべての職員を労災保険に、条件を満たす職員（65
歳未満、31日以上雇用）を雇用保険に加入させた。
▼　１週30時間以上勤務の職員を厚生年金保険と健康
保険、退職共済に加入させた。
▼　災害予防に努め衛生推進者を配置している。
▼　正規職員を雇用する際、現在の非正規職員からの
希望者を募り、内部登用試験を行っている。

▼　各施設と連携し、共用部分の洗浄を行い、園内は用
務員が毎日清掃している。
▼　年3回程度園内の壁・床・エアコン・送風機・空気清浄
機など職員での清掃を行っている。また、給食室の配水
管洗浄およびグリーストラップ清掃を行っている。
▼　修繕として、多目的トイレの部品交換・電気スイッチ
交換・排煙窓の修繕・温水器部品交換・給食室コンセント
部品交換を行った。
▼　衛生管理上有効な電解水生成装置を給食室に設置
し、食品の洗浄や清掃に活用している。
▼　警備・保守点検に関しては、複合施設全体で業者へ
委託して実施した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、
備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

要望や苦情があった際に
は、迅速に対応し、職員に
も情報を共有することで早
期解決を努めた。

年1.2回、園長との面談を行
い、職員は自己評価表を提
出している。それを基に、主
任・副主任と連携し、新人
や中堅職員の育成につな
げていった。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリング
の実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の
実施）

▼　ご意見箱をホール内に設置し、保護者に貼り紙で要
望・苦情対応等、随時受付していることを周知している。
▼要望・苦情については毎月、件数・内容・解決結果を掲
示し、園だよりにも載せている。（件数が０件の場合も掲
示）
▼　年度末アンケートで出された要望に対しては、利用
者に対して掲示公表を行い、風通しのよい保育運営に努
めた。

▼　指定管理業務の実施に関する記録・帳簿等を整備・
保管している。
▼　本業務の実施に関する記録・帳簿を整備し保管して
いる。
▼　怪我等については事故記録簿に内容と対応を記録
し、職員間で共有し再発防止に努めてきた。
▼　3月にセルフモニタリングを行い、利用者満足度を集
計し、結果を保護者に公表した。
▼　自己評価実施後は、会議等で職員間で共有した。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への
配慮、連絡体制確保、保険加入）

▼　公の施設であることを念頭におき、福祉の増進に努
めた。
▼　利用者の安全を守るため、安全管理マニュアルの活
用や緊急時用の一斉配信メールに保護者・職員も登録
し、連携体制を確保している。
▼　拾得物は、ホールに掲示したうえで事務室で保管し
ている。
▼　仕様に適合した損害賠償保険に加入している。

▽　要望・苦情対応

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
▼　保育時間

▼　児童数（令和５年３月１日時点、（）内は夜間）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（前回から継続指定のため、引継業務なし）

２　自主事業その他

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

年度当初、わずかではある
が前年度より園児数が減
少しており、新規入園児も8
名増加したものの最終的に
前年度より園児数が減少し
た。
職員は、臨時職員１名、
パート保育士２名採用し、
年度途中で正職員1名退
職、パート保育士１名退職
した。
できる範囲内での行事と
なったが、子ども達も楽しむ
ことができた。
健康診断・歯科健診を予定
通り実施できた。

法令を遵守しなが
ら、事業計画に基
づいた保育事業
を実施している。

感染症対策を講
じながら、業務の
実施に努めてい
る。

市の指導を受け
ることなく、適切に
管理されている。

コロナが落ち着いてきた
が、延長利用数は前年より
減少した。一時保育利用数
は前年より増加した。

エントランスホールの掲示
で、複合施設来館者にも保
育園の活動を伝えている。

市内企業、福祉施設への
依頼を、できる限り心がけ
ている。

市の指導を受け
ることなく、適切に
管理されている。

7時～22時

▼　該当なし

▼給食の食材、消耗品、保育材料などの物品は、可能な限り近隣や
市内の業者から購入している。
▼清掃、修繕、廃油回収は、市内の業者を利用している。

（6）付随業務 ▽　広報業務

39人

一時保育（８時から18時まで） 0人 36人

　※　実績は該当年度延べ利用児童数

定員 R3実績

▼　入園のしおり（重要事項説明書）、要覧、一時保育の
ご案内を作成し、施設の情報提供に努めている。
▼　入所希望等の個人見学者を可能な限り受け入れた。
▼　複合施設のエントランスホールに保育園の活動を掲
示している。

▼　複合施設としての防災計画を策定し、保育園のみの
避難訓練は毎月、複合施設の合同訓練（火災・地震・不
審者）は年３回計画している。
▼　防災点検は、日常自主検査を毎日行うとともに、消
防署による年２回の定期点検を施設全体で実施してい
る。
▼　保育室や事務室に救急箱と医薬品を常備していると
ともにAEDも使用できる状態にある。

（4）事業の計
画・実施業務

日中の他に夜間で避難訓
練も実施している。
コロナ禍で合同訓練を実施
できなかった。

107（　4）人

夜間：延長保育（21時以降） 89人

▼　行事の実施

▼　健康診断の実施

国が定める最低基準以上の保育士を確保している。

施設長１名　保育士20名　調理員5名

用務員１名　事務員１名　嘱託員１名

コロナ禍のため中止・縮小する行事が多かったが、工夫
して前年度より多く行事を実施することができた。

内科健診；年2回実施　歯科健診；年１回実施

▽　保育実施状況

▽　引継ぎ業務

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▽　防災

（5）施設利用
に関する業
務

▽　保育に付随する業務の実施状況

種別（内容） R3実績 R4実績

通常：延長保育（18時から19時まで） 2,704人 2,592人

22（　1）人 20（　1）人

４～５歳児

▼　職員数

夜間：延長保育（8時から10時まで） 535人 469人

R4実績

０歳児 12（　0）人 12（　0）人

１～２歳児 37（　1）人 32（　1）人

３歳児

42（　4）人 43（　2）人

計 (　)人 113（　6）人
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３　利用者の満足度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４　収支状況

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

満足度は高い評
価を得られてい
る。
また、利用者から
の意見・要望につ
いて適切に対応し
ており、利用者と
良い信頼関係を
築いていることが
見受けられる。

黒字となったことは良かっ
たが、その結果、累積繰越
率も30％超となったため、
次年度の各種補助金が減
額対象となった。
次年度の収支計画にその
影響が出ないよう、また、安
定した経営となるよう、収支
計画をたてたい。

自己評価のとお
り、将来発生が見
込まれる経費を積
み立てるなど、長
期的に安定した
経営が確保できる
ように適正な運営
を実施すること。

委託費収入

指定管理業務収入

収入

自主事業支出 3,336 ▲ 3,336

収入-支出 ▲ 2,672

141,859 137,930 ▲ 3,929

115,771 117,652 1,881

4,268

139,187 143,455 4,268

アンケートの結果や要望へ
の回答を掲示後、職員にも
周知し、なるべくニーズに応
えられるよう努めた。

（要望②）感染ボードに書いている感染症の子どもが治っ
た時点ですぐに消してほしい。⇒感染症については、診
断された連絡があった時点で皆様にお知らせしていま
す。それぞれの感染症の潜伏期間があるので、診断日
から潜伏期間中は掲示をしています。その期間が終了し
た時点で順々に消していきます。

5,525 8,197

補助金収入 18,759 21,124 2,365

自主事業収入 0

指定管理業務支出 138,523 137,930 ▲ 593

支出

事務費支出 6,584 6,262 ▲ 322

▽　説明

▼　指定管理業務収入のうち、委託費収入は予算対比1,881千円増
加、補助金事業収入は予算より2,365千円増加した。
▼　利用料金収入は、当初の見込みより時間外保育利用者が若干
減ったため、5千円の減となった。
▼　指定管理業務支出のうち、人件費が予算対比298千円減少し、
事業費支出・事務費は、予算対比285千円は減少した。
▼　決算収支は収入増と支出減により、5,525千円の黒字となった。
▼　委託費収入の増加は、公定価格の引上げ・処遇Ⅲ加算に伴い
見込より増加となり、補助金事業収入も各種補助金が見込より増加
した。支出については、全体的に予算内に収まり、予定より大幅な黒
字となった。

143,455

▽　収支

項目 R4年度計画 R4年度決算 差（決算-計画）

（千円）

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

（要望①）もう少し親が見れる（参加できる）行事があると
嬉しいです。⇒コロナ禍以前は、保護者の方が子どもた
ちと一緒に遊びながら保育園の生活を体験してもらう『保
育参加』を行っていました。コロナ感染が終息して通常保
育ができるようになりましたら、ご案内いたします。また、
親子観劇などもできるようになると良いと願います。

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

３月

入所児童保護者を対象に、用紙配布により実施。
回収率56.8％

・施設の利用の満足度…とても良い52.0％　良い36.0％
普通12.0％　あまり良くない0％　良くない0％
・施設や設備の管理状況…とても良い56.0％　良い
28.0％　普通14.0%　 あまり良くない2.0％　良くない0％
・保育園の行事…とても良い50.0％　良い30.0％　普通
14.0％  あまり良くない6.0％　良くない0％
・保育園の食事…とても良い52.0％　良い42.0％　普通
4.0％　  あまり良くない2.0％　良くない0％
・職員の対応…とても良い54.0％　良い40.0％　普通
6.0％　あまり良くない0％　良くない0％
・保育サービス全体…とても良い52.0％　良い38.0％　普
通10.0％　あまり良くない0％　良くない0％

結果概
要

利用料金収入 131 126 ▲ 5

3,336 3,326 ▲ 10

人件費支出 112,463 112,165

その他支出

その他収入 4,526 4,553

事業費支出 16,140 16,177

▲ 298

37

27

139,187
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（別紙１）

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

Ⅲ　総合評価

来年度以降の重点取組事項

改善指導・指示事項

保育の質の向上にむけて、ＺＯＯＭや対面での研修参加を積極
的に行う。コロナが５類になるので、制限されていたものを以前
の形に戻していき、保育内容を充実させていく。

【指定管理者の自己評価】

【所管局の評価】

法令を遵守し、保育の質を保っていること、札幌市の施策
に対して積極的に取り組み、様々な保育ニーズに対応し
ていることが利用者の満足度にも表れているように見受
けられる。
引き続き、職員の資質向上を図り、日々変化する社会情
勢に対応できるよう、改善意識を持って保育にあたってい
ただきたい。

総合評価

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例
及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

総合評価

法人全体としては、概ね安定した資産状況にあり、安定した経営をし
ている。

新型コロナウイルス感染予防のため、手洗い・消毒・換気
と職員・保護者に可能な限りマスク着用を励行してきた。
体調不良のときは、健康観察を促し、感染拡大にならぬ
よう各家庭からの協力も得る事ができた。
施設備品等の経年劣化部分については、順次に修繕と
交換を行ってきた。保育行事についても、少しずつ皆で行
えるようにし、子どもたちに必要な仲間の関りを保障する
よう努めてきた。

▼　各条例の規定に則り、すべて適切に対応した。
▼　個人情報の取り扱い方針を定め、すべての職員から個人情報取り
扱いに関する誓約書をもらっている。また、保育要録等の開示請求に
あたっては、所定の手続きにより開示している。（令和4年度の請求は0
件）
▼　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力
団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。
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